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特集　ブラジルにおける集団訴訟制度を通じた消費者被害救済と抑止手法の現況（一）

特
集　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
集
団
訴
訟
制
度
を
通
じ
た
消
費
者
被
害
救
済
と
抑
止
手
法
の
現
況
（
一
）

消
費
者
集
団
訴
訟
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
験

カ
ル
ロ
ス
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
デ
＝
サ
ー
リ
ス 

前
田
美
千
代
／
訳

一　

ブ
ラ
ジ
ル
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
位
置
づ
け

　

消
費
者
保
護
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
憲
法
に
そ
の
確
固
た
る
存
在
意
義
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
憲
法
に
お

い
て
保
障
さ
れ
る
基
本
権
の
一
つ
（
五
条
三
二
号
）
と
し
て
、
ま
た
、
市
場
経
済
秩
序
の
指
導
原
理
の
一
つ
（
一
七
〇
条
五
号
）
と
し

一　

ブ
ラ
ジ
ル
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
位
置
づ
け

二　

裁
判
上
の
集
団
的
救
済
の
対
象
（
保
護
さ
れ
る
利
益
）

三　

原
告
適
格

四　

既
判
力
（res judicata

）

五　

侵
害
さ
れ
た
拡
散
的
利
益
の
賠
償
基
金

六　

流
動
的
賠
償

七　

結
論
―
―
今
後
の
課
題
―
―
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て
、「
消
費
者
保
護
（defesa do consum

idor

）」
が
明
文
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
憲
法
暫
定
規
則
で
は
、
連
邦
憲
法
公

布
後
一
八
〇
日
以
内
に
消
費
者
保
護
法
典
の
制
定
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
（
四
八
条）

1
（

）。

　

消
費
者
保
護
を
主
題
に
掲
げ
た
強
力
な
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
反
映
し
つ
つ
、
連
邦
憲
法
に
基
づ
く
消
費
者
保
護
が
注
目
を

集
め
た
こ
と
は
、
一
九
九
〇
年
の
消
費
者
保
護
法
典
（
法
律

九
・
〇
七
八
／
一
九
九
〇
号
）（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
の
制
定
に
つ
な
が
る

と
と
も
に
、
様
々
な
消
費
者
保
護
関
連
の
公
的
機
関
の
新
設
や

機
能
強
化
を
押
し
進
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

全
局
面
に
お
け
る
検
察
庁
（M

inistério Público

）
の
精
力
的

活
動
に
加
え
、
法
務
省
所
轄
の
国
家
消
費
者
局
（Secretaria 

N
acional do Consum

idor: SEN
A

CO
N

）、
及
び
、
全
国
の
州

や
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
プ
ロ
コ
ン
（PRO

CO
N

s

）（「
消
費
者

保
護
（proteção ao consum

idor

）」
の
略
語
）
が
そ
の
例
で
す

（
図
表
1
）。

　

消
費
者
保
護
法
典
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
、
消
費
者
基
本
権
（direitos 

básicos do consum
idor

）
の
一
つ
と
し
て
、
行
政
及
び
司
法

に
よ
る
「
消
費
者
の
権
利
救
済
の
容
易
化
（facilitação da 

Fonte
出典

Número de PROCONs
プロコン数

Número de Unidades
支部数

Sistema Nacional de 
Informações de Defesa do 
Consumidor （Sindec）（2）

国家消費者保護情報機構

460 728

Fonte
出典

População brasileira
ブラジル人口

Média habitante / unidade
支部別平均住民数

Instituto Brasileiro de 
Geografia e Estatística- 
IBGE（3）

ブラジル地理統計院

206,451,066 283,586.62

Órgão（4）

機関
Período

期間
Número de atendimentos

処理件数
Procon – Estado de São 
Paulo
サンパウロ州プロコン

Janeiro a setembro de 2016
2016 年１月から９月

533,507

図表１　プロコンの設置状況
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defesa de seus direitos

）」（
六
条
八
号
）
を
定
め
て
お
り）

5
（

、
個
別
訴
訟
又
は
集
団
訴
訟
を
通
じ
た
消
費
者
の
権
利
救
済
は
、
本
法
典

の
制
定
に
よ
り
そ
の
機
能
が
か
な
り
改
善
さ
れ
ま
し
た）

6
（

。

　

行
政
機
関
へ
の
申
立
て
に
よ
る
解
決
を
目
指
し
た
多
く
の
紛
争
が
あ
る
一
方
で
、
同
じ
紛
争
が
司
法
を
通
じ
て
解
決
さ
れ
る
場
合

も
か
な
り
多
く
あ
り
ま
す
。
民
事
訴
訟
で
は
、
民
法
典
よ
り
も
原
告
に
と
っ
て
権
利
保
護
に
厚
い
消
費
者
保
護
法
典
の
適
用
を
主
張

す
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

国
家
司
法
審
議
会
（Conselho N

acional de Justiça

）
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
、
二
〇
一
五
年
の
「
司
法
統
計
（Justiça em

 

núm
eros

）」
に
お
け
る
消
費
者
保
護
に
関
す
る
詳
細
デ
ー
タ
（
図
表
2
）
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
消
費
者
紛
争
の
実
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
ジ
ェ
ト
ゥ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
財
団
（FGV

-Rio

）
が
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
連
邦
最

高
裁
判
所
（Suprem

o T
ribunal Federal

）
に
お
い
て
も）

7
（

、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
、
消
費
者
の
権
利
に
関
す
る
訴

訟
件
数
は
九
・
四
倍
（
九
四
〇
％
）
増
加
し
、
上
告
件
数
割
合
で
見
る
と
一
・
四
四
％
か
ら
一
四
・
七
七
％
に
な
り
ま
し
た）

8
（

。

　

こ
の
よ
う
な
熱
心
な
訴
訟
活
動
の
中
で
、
公
的
機
関
や
民
間
団
体
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
集
団
訴
訟
は
、
紛
争
を
合
意
に
よ

り
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
や
（
違
法
行
為
が
―
訳
者
追
記
）
過
度
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
最
終
手
段
と
し
て
考
慮

さ
れ
得
ま
す）

（
（

。
企
業
と
し
て
は
、
司
法
訴
訟
を
嫌
っ
て
、
な
る
べ
く
訴
訟
す
る
こ
と
な
く
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
強
い
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
点
に
関
す
る
他
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
、
集
団
訴
訟
を
提
起
す
る
原
告
適
格
を
有
す
る
公
的
団
体
が
、
い
わ
ゆ
る
行

動
調
整
調
書
（T

erm
o de A

justam
ento de Conduta: T

A
C

）
（1
（

）
を
通
じ
て
、
消
費
者
に
対
す
る
損
害
や
侵
害
の
脅
威
を
改
善
す
る

合
意
を
締
結
し
得
る
可
能
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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Responsabilidade do Fornecedor /
Indenização por Dano Material

（20º lugar）
事業者の責任／財産的損害賠償

（第 20 位）

21,533
（1.58%）

Assuntos mais demandados 
nos Juizados Especiais
簡易裁判所における事件別件
数順位

Responsabilidade do Fornecedor /
Indenização por Dano Moral

（1º lugar）
事業者の責任／精神的損害賠償

（第１位）

1,033,762
（12.3（%）

Responsabilidade do Fornecedor /
Indenização por Dano Material

（10º lugar）
事業者の責任／財産的損害賠償

（第 10 位）

241,406
（2.8（%）

Contratos de Consumo /
Financiamento de Produto

（13º lugar）
消費契約／製品購入ローン

（第 13 位）

167,（72
（2.01%）

Responsabilidade do Fornecedor /
Rescisão do contrato e devolução do

dinheiro
（14º lugar）

事業者の責任／契約解除及び代金返還
（第 14 位）

15（,74（
（1.（1%）

Contratos de Consumo / Telefonia
（15º lugar）

消費契約／電気通信
（第 15 位）

158,527
（1.（0%）

Contratos de Consumo / Bancários
（18º lugar）

消費契約／銀行
（第 18 位）

115,243
（1.38%）
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Dado
項目

Relativamente a direito do consumidor
消費者の権利関係

Porcentagem 
sobre o total

比率
Assunto mais demandado 
no Poder Judiciário
司法権全体における事件別件
数順位

Responsabilidade do Fornecedor /
Indenização por Dano Moral

（3º lugar）
事業者の責任／精神的損害賠償（11）

（第３位）

2,03（,288
（4.01%）

Assuntos mais demandados 
no segundo grau
第二審における事件別件数順
位

Contratos de Consumo / Bancários
（4º lugar）

消費契約／銀行
（第４位）

141,776
（2.1（%）

Assuntos mais demandados 
no primeiro grau
第一審における事件別件数順
位

Responsabilidade do Fornecedor /
Indenização por Dano Moral

（5º lugar）
事業者の責任／精神的損害賠償

（第５位）

751,（1（
（2.21%）

Assuntos mais demandados 
nas Turmas Recursais
簡易裁判所の上訴機関におけ
る事件別件数順位

Responsabilidade do Fornecedor /
Indenização por Dano Moral

（1º lugar）
事業者の責任／精神的損害賠償

（第１位）

130,640
（（.56%）

Responsabilidade do Fornecedor
（11º lugar）
事業者の責任
（第 11 位）

30,451
（2.23%）

Contratos de Consumo / Bancários
（14º lugar）

消費契約／銀行
（第 14 位）

27,156
（1.（（%）

Contratos de Consumo / Telefonia
（17º lugar）

消費契約／電気通信
（第 17 位）

23,884
（1.75%）

図表 2　通常裁判所及び簡易裁判所の審級別に見た事件別件数順位
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二　

裁
判
上
の
集
団
的
救
済
の
対
象
（
保
護
さ
れ
る
利
益
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
法
は
、
集
団
訴
訟
を
通
じ
た
救
済
の
対
象
と
な
る
利
益
を
三
種
類
に
分
類
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
拡
散
的
利
益

（interesses difusos

）、
集
合
的
利
益
（interesses coletivos

）
及
び
同
種
個
別
的
利
益
（interesses individuais hom

ogêneos

）

で
す
（
消
費
者
保
護
法
典
八
一
条
補
項）

（1
（

）。

　

拡
散
的
利
益
と
は
、
そ
の
対
象
の
不
可
分
性
及
び
侵
害
さ
れ
た
主
体
の
不
確
定
性
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
利
益
の
こ
と
で
す
。

消
費
者
関
連
の
事
例
と
し
て
は
、
製
品
の
安
全
性
の
欠
如
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
合
の
保
護
対
象
は
安
全
性
と
い
う
不
可

分
の
価
値
で
あ
り
、
ま
た
、
考
え
ら
れ
る
利
害
関
係
人
と
い
う
の
も
不
確
定
で
す
。
自
動
車
の
あ
る
モ
デ
ル
の
ブ
レ
ー
キ
の
欠
陥
に

関
す
る
場
合
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
集
合
的
利
益
と
は
、
そ
の
対
象
の
不
可
分
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
の
利
害
関
係
人
の
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
に
帰
属

す
る
利
益
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ゲ
ー
テ
ッ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
区
画
の
取
得
者
ら
に
関
し
て
、
分
譲
計
画
で
予
定
さ
れ
た

イ
ン
フ
ラ
工
事
の
実
施
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
同
種
個
別
的
利
益
と
は
、
そ
の
性
質
上
は
個
別
的
利
益
で
あ
る
も
の
の
、
共
通
の
原
因
を
有
す
る
た
め
に
、
集
団
訴
訟

を
通
じ
た
救
済
の
対
象
と
な
り
得
る
利
益
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
有
害
な
医
薬
品
の
摂
取
に
よ
り
消
費
者
に
健
康
被
害
が
生
じ
た

場
合
や
、
不
公
正
条
項
が
含
ま
れ
る
約
款
に
基
づ
い
て
消
費
者
が
契
約
を
締
結
し
た
場
合
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
利
益
の
分
類
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
に
お
い
て
、
集
団
訴
訟
提
起
の
原
告
適
格
を
決
定
し
、
ま
た
、
集
団
訴
訟
に
お
い
て
生

じ
る
既
判
力
の
効
果
を
限
定
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
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三　

原
告
適
格

　

消
費
者
保
護
に
お
い
て
集
団
訴
訟
を
開
始
す
る
原
告
適
格
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
混
成
・
併
存
的
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
一
方
で
、
原
告
適
格
は
国
家
が
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
検
察
庁
、
公
共
弁
護
庁
、
プ
ロ
コ
ン
と
い
っ
た
公
的
機
関
に
よ

る
集
団
訴
訟
提
起
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
方
で
、（
民
間
の
）
団
体
又
は
組
織
の
原
告
適
格
も
あ
り
、
一
年
以
上
前
に

設
立
さ
れ
、
消
費
者
保
護
を
目
的
と
す
る
民
間
団
体
の
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す）

（1
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
集
団
訴
訟
提
起
の
た

め
に
、
個
別
に
侵
害
を
受
け
た
消
費
者
個
人
の
原
告
適
格
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

四　

既
判
力
（res judicata

）

　

集
団
訴
訟
に
お
け
る
既
判
力
（res judicata
）
の
制
度
は
、
消
費
者
保
護
法
典
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
利
益
の
種
別
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
各
利
益
は
、
制
度
の
基
礎
と
な
る
原
告
適
格
の
図
式
を
一
方
で
反
映
す
る
既
判
力
の
範
囲
に
対
応
し
ま
す）

（1
（

。

　

拡
散
的
利
益
に
関
し
て
、
既
判
力
は
対
世
効
（erga om

nes

）
を
有
す
る
と
さ
れ
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
範
囲
は
、
証
拠
不
十
分
に

よ
る
請
求
棄
却
の
場
合
を
除
き
、
同
利
益
の
保
護
の
た
め
の
全
原
告
適
格
者
を
包
含
し
ま
す
。
証
拠
不
十
分
に
よ
る
請
求
棄
却
の
場

合
（in eventus porbationis

）
は
、
新
証
拠
に
基
づ
く
新
た
な
訴
訟
提
起
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

同
様
に
、
消
費
者
保
護
法
典
で
は
、
集
合
的
利
益
に
関
し
て
、
既
判
力
が
第
三
者
効
（ultra partes

）
を
有
す
る
と
定
め
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
全
て
の
原
告
適
格
者
を
包
含
す
る
た
め
、
新
証
拠
に
基
づ
く
新
た
な
訴
訟
提
起
の
み
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
同
種
個
別
的
利
益
の
救
済
に
係
る
訴
訟
に
お
け
る
既
判
力
は
、
直
接
の
利
害
関
係
人
、
被
害
者
又
は
承
継
人
に
利
益
を

与
え
る
た
め
に
、
請
求
認
容
の
場
合
（in eventus litis

）
に
の
み
発
生
し
ま
す
。
請
求
棄
却
の
場
合
、
直
接
の
利
害
関
係
人
は
、
共
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同
訴
訟
人
と
し
て
集
団
訴
訟
に
参
加
し
て
い
な
い
限
り
、
個
別
訴
訟
を
提
起
す
る
か
、（
集
団
訴
訟
の
間
、
個
別
訴
訟
を
中
止
し
て
い

た
場
合
は
―
訳
者
追
記
）
個
別
訴
訟
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す）

（1
（

。

　

最
後
に
紹
介
し
た
同
種
個
別
的
利
益
の
救
済
に
係
る
訴
訟
の
場
合
、
直
接
の
利
害
関
係
人
は
、
集
団
訴
訟
と
は
別
に
又
は
集
団
訴

訟
の
（
二
段
階
目
手
続
で
あ
る
―
訳
者
追
記
）
資
格
証
明
手
続
（habilitação

）
に
よ
り）

（1
（

、
言
い
渡
さ
れ
た
（
集
団
訴
訟
の
一
段
階
目
の

―
訳
者
追
記
）
判
決
に
従
い
、
自
分
に
権
利
帰
属
す
る
部
分
の
清
算
及
び
執
行
の
手
続
の
た
め
に
既
判
力
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す）

（1
（

。
直
接
の
利
害
関
係
人
に
よ
り
請
求
さ
れ
な
か
っ
た
金
額
相
当
額
は
、
い
わ
ゆ
る
流
動
的
賠
償
（reparação fluída 

（fluid 

recovery

））
を
構
成
し
、
次
に
述
べ
る
特
別
基
金
に
入
金
さ
れ
ま
す
。

五　

侵
害
さ
れ
た
拡
散
的
利
益
の
賠
償
基
金

　

超
個
人
的
利
益
、
又
は
、
一
つ
一
つ
は
少
額
で
あ
る
が
全
体
で
見
る
と
大
き
な
金
額
と
な
る
と
い
う
意
味
で
広
範
囲
に
散
逸
し
た

（
同
種
個
別
的
―
訳
者
追
記
）
利
益
の
民
事
的
金
銭
賠
償
を
許
容
す
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
集
団
訴
訟
法
制
は
、
司
法
判
決
に
由
来

す
る
金
銭
を
受
け
入
れ
る
特
別
な
国
家
基
金
を
創
設
し
ま
し
た）

（1
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
基
金
の
存
在
は
、
拡
散
的
及
び
集
合
的
利
益
に
対
す
る
損
害
や
脅
威
を
現
実
の
履
行
に
よ
り
補
正
す

べ
く）

（1
（

、
作
為
義
務
又
は
不
作
為
義
務
を
命
ず
る
司
法
判
決
を
除
外
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
司
法
判
決
は
、
金
銭
に
よ

ら
な
い
同
等
の
補
償
的
措
置
を
命
ず
る
こ
と
も
で
き
ま
す）

11
（

。
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六　

流
動
的
賠
償

　

同
種
個
別
的
利
益
に
関
し
て
、
損
害
賠
償
の
予
防
的
性
質
を
強
調
す
べ
く
、
ブ
ラ

ジ
ル
法
は
、
被
害
者
が
そ
の
損
害
賠
償
を
直
接
請
求
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

生
じ
た
損
害
に
対
す
る
賠
償
を
許
容
し
ま
す）

1（
（

。
事
業
者
は
、
直
接
の
利
害
関
係
人
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
な
く
て
も
、
自
ら
引
き
起
こ
し
た
損
害
に
対
す
る
責
任
を
負
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
場
合
、（
事
業
者
に
よ
り
―
訳
者
追
記
）
支
払
わ
れ
た
金
銭
は
、
前
述
の
基
金

に
入
金
さ
れ
ま
す
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
国
家
レ
ベ
ル
の
拡
散
的
権
利
保
護
基
金
（
連
邦
基
金
）
を
構
成

す
る
金
額
の
大
部
分
が
、
経
済
秩
序
違
反
に
対
す
る
行
政
制
裁
（
課
徴
金
）
に
由
来

す
る
こ
と
で
す
。
図
表
3
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
入
金
額
の
出
所
を
比
較
す
る
と
、

司
法
判
決
に
基
づ
い
て
入
金
さ
れ
た
額
は
か
な
り
少
額
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す）

11
（

。

　

こ
れ
ら
の
基
金
に
入
金
さ
れ
た
金
銭
は
、
侵
害
さ
れ
た
集
団
的
利
益
の
改
善
を
目

的
と
す
る
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
図
表
4
に
示
す
と
お
り
、

二
〇
一
五
年
に
は
、
消
費
者
分
野
に
関
連
し
た
五
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
承
認
さ
れ

ま
し
た）

11
（

。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
で
は
、
現
在
、
市
民
保
護
局
（Secretaria da Justiça e da 

D
efesa da Cidadania

）
に
設
置
さ
れ
た
、
州
立
拡
散
的
利
益
基
金
（
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
が
存

Origem do valor arrecadado
入金額の出所

Valor
（em reais）
価格（レアル）

Valor
（US Dólares）（23）

価格（米ドル）
Total arrecadado em 2016
2016 年の入金総額

526,317,8（3.04 162,6（4,866.40

Fluid recovery
流動的賠償 123,435.00 38,156.10

Condenações em ações coletivas – consumidor
集団訴訟判決―消費者

354,4（6.78 10（,581.6（

Multas por infração à ordem econômica
経済秩序違反に対する課徴金

524,027,225.58 161,（86,777.50

図表 3　拡散的権利保護基金（連邦基金）への入金額と出所内訳
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Proponente　提案者 Projeto　プロジェクト
Agência Nacional de 
Telecomunicações–Anatel （DF）
国家電気通信庁（ブラジリア）

Comparador para Consumo Consciente de 
Telecomunicações.
電気通信に関する自律的消費のための価格比較サイト。

Prefeitura do Município de 
Palmas （TO）
パルマス市役所（トカンチンス
州）

Promover a cultura de respeito concorrencial em 
prol de uma economia competitiva por meio de 
prevenção e da repressão de ações que possam 
limitar ou prejudicar a concorrência.
競争の制限又は侵害となり得る行為の予防及び抑止を
通じた競争力ある経済のための競争尊重文化の促進。

Ministério Público do Estado do 
Acre （AC）
アクレ州検察庁（アクレ州）

Informar o consumidor sobre a importância de uma 
alimentação saudável e segura, por meio de 
campanhas educativas e informativas.
教育活動及び情報提供活動を通じた、健康で安全な食
品の重要性に関する消費者への情報提供。

Instituto Brasileiro de Política e 
Direito do Consumidor - Brasilcon 

（DF）
ブラジル消費者政策・法協会
Brasilcon（ブラジリア）

Realizar discussões acadêmicas sobre temas de 
direito do consumidor no âmbito do XIII Congresso 
Brasileiro de Direito do Consumidor.
第 13 回ブラジル消費者法会議内での消費者法の諸
テーマに関する学術討論の実施。

Fundação Universidade de Cruz 
Alta （RS）
クルス・アルタ大学財団（リオ・
グランヂ・ド・スル州）

Desenvolver a educação para o consumo sustentável 
vinculada ao projeto Profissão Catador （das 
Associações de Catadores）, envolvendo questões 
sobre o superendividamento do consumidor e 
mediações nos conflitos consumeristas.
消費者の多重債務及び消費者紛争の調停に関する問題を
含む、リサイクル収集者プロジェクト（リサイクル収集
者連合）に関連した持続可能な消費のための教育推進。

Prefeitura do Município de 
Congonhas （MG）
コンゴーニャス市役所（ミナス・
ジェライス州）

Aperfeiçoar tecnicamente o atendimento às 
demandas dos consumidores em relação ao mercado 
de consumo, além de fomentar a política de combate 
ao superendividamento.
多重債務の撲滅政策の強化に加え、消費市場に関連し
た消費者の諸要求への対応の技術的改善。

図表 4　拡散的権利保護基金（連邦基金）を利用した各種プロジェクト
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在
し
ま
す）

11
（

。
こ
の
基
金
は
、
集
団
訴
訟
で
獲
得
さ
れ
た
賠
償
金
に
よ
っ
て
の
み
維
持
さ
れ
、
行
政
制
裁
（
課
徴
金
）
に
関
連
す
る
金

額
を
受
け
入
れ
て
い
ま
せ
ん）

11
（

。
な
お
、
当
該
基
金
の
制
度
上
、
流
動
的
賠
償
と
し
て
入
金
さ
れ
た
金
額
が
い
く
ら
で
あ
る
か
と
い
う

区
別
は
存
在
し
ま
せ
ん）

11
（

。

　

二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
二
〇
一
五
年
四
月
の
間
、
Ｆ
Ｉ
Ｄ
（
州
立
基
金
）
は
、
三
六
の
協
定
に
お
い
て）

11
（

、
七
、八
〇
〇
万
レ
ア
ル

（
約
二
、四
〇
〇
万
米
ド
ル）

11
（

）
を
投
資
し
ま
し
た
。
こ
の
投
資
額
は
、
環
境
、
歴
史
的
財
産
及
び
消
費
者
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
の
集

団
訴
訟
に
お
い
て
得
ら
れ
た
賠
償
金
に
専
ら
由
来
し
て
い
ま
す
。

七　

結
論
―
―
今
後
の
課
題
―
―

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
広
範
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
表
3
で
示
し
た
と
お
り
、
流
動
的
賠
償
の
利
用
は
か
な
り
制

限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
特
に
流
動
的
賠
償
の
利
用
に
関
し
て
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

＊ 　

本
稿
に
掲
載
し
た
デ
ー
タ
の
収
集
に
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
ナ
イ
ア
ラ
・
ヴ
ィ
ラ
ル
デ
ィ
＝
ソ
ア
レ
ス

研
究
員
の
助
力
を
得
た
。

（
1
）　

消
費
者
個
人
及
び
集
団
の
権
利
保
護
の
み
な
ら
ず
、（
消
費
者
保
護
を
内
在
す
る
）
公
正
な
市
場
の
形
成
と
い
う
、
二
つ
の
憲
法
的

要
請
の
具
体
化
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
、
一
九
九
〇
年
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
で
あ
る
（
訳
者
注
）。

（
2
）　

次
の
法
務
省
デ
ー
タ
参
照http://sindecnacional.m

j.gov.br/SindecN
acional/

（
二
〇
一
六
年
九
月
一
八
日
閲
覧
）

（
3
）　http://w

w
w

.ibge.gov.br/apps/populacao/projecao/

（
二
〇
一
六
年
九
月
一
九
日
閲
覧
）

（
4
）　http://sistem

as.procon.sp.gov.br/rank_estadual/?m
=rank_atend （

二
〇
一
六
年
九
月
一
八
日
閲
覧
）

（
5
）　

一
九
九
〇
年
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
は
、
大
き
く
全
三
編
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
編
（T

ítulo I

）「
消
費
者
の
権
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利
（D

os D
ireitos do Consum

idor

）」、
第
二
編
（T

ítulo II

）「
刑
事
違
反
（D

as Infrações Penais

）」
及
び
第
三
編
（T

ítulo 
III

）「
裁
判
上
の
消
費
者
の
救
済
（D

a D
efesa do Consum

idor em
 Juízo

）」
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
編
で
は
消
費
者
の
実
体
法
上

の
権
利
が
種
々
定
め
ら
れ
、
こ
の
中
の
第
三
章
（Capítulo III

）「
消
費
者
基
本
権
（D

os D
ireitos Básicos do Consum

idor

）」
で

は
、
六
条
本
文
で
「
以
下
の
者
が
消
費
者
基
本
権
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
一
号
か
ら
一
〇
号
を
列
挙
す
る
（
九
号
は
大
統
領
拒
否
権
の

発
動
に
よ
り
死
文
化
）。
こ
の
う
ち
の
八
号
で
は
、「
裁
判
官
の
判
断
で
、
消
費
者
の
主
張
が
真
実
性
を
有
す
る
場
合
、
又
は
、
経
験
則
に

従
い
、
消
費
者
が
弱
者
（hipossuficiente

）
で
あ
る
場
合
に
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
、
消
費
者
の
た
め
の
証
明
責
任
の
転
換
を
含
め
、

消
費
者
の
権
利
救
済
の
容
易
化
」
を
定
め
て
い
る
（
訳
者
注
）。

（
6
）　

い
わ
ゆ
る
集
団
訴
訟
は
、
一
九
八
五
年
公
共
民
事
訴
訟
法
（
法
律
第7.347/1（85

号
）
に
よ
り
す
で
に
制
度
化
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
九
〇
年
消
費
者
保
護
法
典
に
よ
り
同
公
共
民
事
訴
訟
法
に
対
し
て
も
重
要
な
補
足
が
行
わ
れ
た
。
消
費
者
保
護
法
典
一
一
〇
条
か
ら

一
一
七
条
ま
で
の
規
定
は
全
て
公
共
民
事
訴
訟
法
の
改
正
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
（
訳
者
注
）。

（
7
）　

連
邦
最
高
裁
判
所
（Suprem

o T
ribunal Federal: ST

F

）
の
管
轄
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
八
年
連
邦
憲
法
一
〇
一
条
か
ら
一
〇

三
条
に
詳
細
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
憲
法
を
擁
護
す
る
責
務
を
負
い
、
違
憲
審
査
に
つ
き
付
随

的
審
査
権
と
抽
象
的
審
査
権
を
有
し
、
実
質
的
に
は
憲
法
裁
判
所
に
近
い
。
他
方
で
、
同
じ
く
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
置
か
れ
た
連
邦
高
等

司
法
裁
判
所
（Superior T

ribunal de Justiça: ST
J

）
は
、
一
九
八
八
年
連
邦
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
第
三
審
裁
判
所
で
あ
り
、

連
邦
最
高
裁
判
所
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。
連
邦
法
の
解
釈
を
統
一
す
る
任
務
を
担
い
、
連
邦
や
州
の
下
級
審
か
ら
上

が
っ
て
く
る
上
告
審
に
お
い
て
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
（
以
上
、
二
宮
正
人
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
裁
判
制
度
に
つ
い
て
」
Ｊ
Ｃ
Ａ

ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
八
巻
七
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
七
頁
以
下
）。
し
た
が
っ
て
、
民
事
・
刑
事
事
件
に
つ
い
て
そ
の
法
解
釈
を
示
す
実
質
的

な
最
高
裁
は
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
の
方
で
あ
る
た
め
、
消
費
者
事
件
の
上
告
審
も
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
の
管
轄
と
な
る
。
た
だ
し
、

本
稿
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
に
お
い
て
「
消
費
者
の
保
護
」
に
関
す
る
明
文
規
定
が
置
か
れ
、
消
費
者
の
集
団
的
権

利
も
同
憲
法
に
お
い
て
保
障
さ
れ
て
い
る
た
め
、
消
費
者
事
件
は
、
そ
の
多
く
が
連
邦
最
高
裁
判
所
の
管
轄
す
る
事
件
に
も
該
当
す
る

（
訳
者
注
）。

（
8
）　http://oglobo.globo.com

/econom
ia/defesa-do-consum

idor/acoes-de-consum
o-som

am
-quase-m

etade-dos-（0-
m

ilhoes-de-processos-no-judiciario-10266371. （
二
〇
一
六
年
九
月
二
〇
日
閲
覧
）
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（
（
）　V

ERISSIM
O

, M
arcos Paulo, T

utela Judicial dos Interesses M
etaindividuais – ações coletivas, Brasília: M

inistério 
da Justiça, 2007

参
照
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
で
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
の
間
に
、
環
境
に
関
す
る
集
団
訴
訟
が
三
二
、六
五
二

件
提
起
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
消
費
者
に
関
す
る
集
団
訴
訟
は
五
、六
五
九
件
の
み
で
あ
っ
た
（
四
二
頁
）。

（
10
）　

一
九
八
五
年
公
共
民
事
訴
訟
法
五
条
六
号
で
は
、「
原
告
適
格
を
有
す
る
公
的
機
関
は
、
制
裁
を
通
じ
、
法
的
要
請
へ
の
行
動
調
整

合
意
を
利
害
関
係
人
か
ら
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
合
意
は
裁
判
外
執
行
名
義
の
効
果
を
有
す
る
」
と
定
め
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の

規
定
は
一
九
九
〇
年
消
費
者
保
護
法
典
（
一
一
三
条
）
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
行
動
調
整
に
関
す
る
明
文
規
定
を
初

め
て
置
い
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
児
童
青
少
年
法
（
法
律
第8.06（

号
）
一
一
二
条
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
行
動
調
整
合

意
（com

prom
isso de ajustam

ento de conduta

）
は
、
行
動
調
整
調
書
（T

erm
o de A

justam
ento de Conduta / T

erm
o 

de A
juste de Conduta: T

A
C

）
と
も
呼
ば
れ
る
。
公
的
機
関
を
当
事
者
と
し
た
紛
争
に
お
け
る
国
家
の
介
入
に
つ
い
て
規
律
す
る
法

律
第（.46（/1（（7

号
の
四
―
Ａ
条
で
は
「
行
動
調
整
調
書
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
行
動
調
整
合
意
又
は
行
動
調
整
調
書

は
、
消
費
者
に
限
ら
ず
環
境
、
青
少
年
、
高
齢
者
そ
の
他
、
広
義
の
集
団
的
利
益
が
問
題
と
な
る
場
面
で
、
公
的
機
関
の
中
で
も
特
に
検

察
庁
が
手
掛
け
る
紛
争
事
例
に
お
い
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
（
訳
者
注
）。

（
11
）　

消
費
者
訴
訟
に
お
い
て
事
業
者
が
精
神
的
損
害
賠
償
（dano m

oral

）
を
命
じ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
い
う
の
は
、
そ
の
多
く
が
集
団

訴
訟
で
あ
り
、
個
別
の
慰
謝
料
で
は
な
く
「
公
共
慰
謝
料
」
と
呼
ば
れ
る
集
団
的
精
神
的
損
害
が
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
慰
謝

料
に
は
民
事
罰
に
近
い
強
い
制
裁
的
意
義
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
集
団
的
精
神
的
損
害
（dano m

oral coletivo

）
と
は
、
許
し
難

い
法
令
違
反
に
よ
り
、
集
団
全
体
又
は
い
ず
れ
か
の
そ
の
表
現
方
式
（
人
々
の
集
団
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
又
は
ク
ラ
ス
）
で
考
慮
さ
れ
る
と
こ

ろ
の
、
集
団
に
帰
属
す
る
、
超
個
人
的
な
性
質
を
有
す
る
利
益
又
は
権
利
に
対
す
る
侵
害
の
こ
と
で
あ
る
（M

ED
EIRO

S N
ET

O
, 

X
isto T

iago de, D
ano M

oral Coletivo, 4
a ed., São Paulo: LT

R, 2014, p. 172

）。
し
た
が
っ
て
、
図
表
2
の
読
み
方
と
し
て
、
消

費
者
訴
訟
に
お
け
る
集
団
訴
訟
の
占
め
る
割
合
が
全
て
の
審
級
に
お
い
て
か
な
り
高
い
こ
と
に
加
え
て
、
財
産
的
損
害
賠
償
請
求
よ
り
も

精
神
的
損
害
賠
償
請
求
の
方
が
消
費
者
の
権
利
救
済
と
し
て
は
は
る
か
に
高
い
意
義
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
個
別
に

見
て
い
く
と
、
わ
が
国
の
消
費
者
紛
争
と
し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
消
費
者
契
約
上
の
解
除
・
代
金
返
還
や
、
問
題
の
多
い
契
約
類
型
で
あ
る

電
気
通
信
や
消
費
者
ロ
ー
ン
に
関
す
る
案
件
よ
り
も
、
精
神
的
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
精
神
的
損
害
賠
償
が
著
し
い
違
反
行
為
を
行
う
事
業
者
に
対
す
る
非
常
に
有
効
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
機
能
し
て
い
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る
実
態
が
う
か
が
え
る
（
訳
者
注
）。

（
12
）　

消
費
者
保
護
法
典
八
一
条
補
項
で
は
、
本
文
で
「
集
団
的
救
済
（defesa coletiva

）
は
、
次
の
も
の
を
取
り
扱
う
場
合
に
行
わ
れ

る
」
と
定
め
、「
本
法
典
の
諸
効
果
の
た
め
、
事
実
状
況
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
不
確
定
の
人
々
が
有
す
る
超
個
人
的
で
不
可
分
の
性
質
を

有
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
拡
散
的
（difusos

）
利
益
又
は
権
利
」（
一
号
）、「
本
法
典
の
諸
効
果
の
た
め
、
共
通
の
法
律
関
係
に
よ
っ

て
相
互
に
又
は
相
手
方
当
事
者
と
結
び
つ
い
て
い
る
人
々
の
集
団
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
又
は
ク
ラ
ス
が
有
す
る
超
個
人
的
で
不
可
分
の
性
質
を

有
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
集
合
的
（coletivos

）
利
益
又
は
権
利
」（
二
号
）
及
び
「
共
通
の
原
因
か
ら
生
じ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る

同
種
個
別
的
利
益
又
は
権
利
」（
三
号
）
と
定
め
る
（
訳
者
注
）。

（
13
）　

消
費
者
保
護
法
典
八
二
条
で
は
、
本
文
で
「
八
一
条
補
項
の
目
的
の
た
め
、
次
の
も
の
は
併
存
的
に
原
告
適
格
（legitim

ados

）

を
有
す
る
」
と
定
め
、「
検
察
庁
」（
一
号
）、「
連
邦
政
府
、
州
、
市
町
村
及
び
連
邦
直
轄
区
」（
二
号
）、「
行
政
権
を
直
接
的
又
は
間
接

的
に
行
使
す
る
公
的
機
関
及
び
省
庁
。
本
法
典
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
利
益
及
び
権
利
の
保
護
を
特
に
目
的
と
し
た
法
人
格
な
き
社
団
も
含

む
」（
三
号
）、
及
び
、「
少
な
く
と
も
一
年
以
上
前
に
合
法
的
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
が
本
法
典
が
定
め
る
利
益
及

び
権
利
の
保
護
を
含
む
も
の
。
た
だ
し
、（
訴
訟
提
起
に
あ
た
り
）
当
該
団
体
の
総
会
決
議
に
よ
る
承
認
は
不
要
で
あ
る
」（
四
号
）
を
列

挙
す
る
。
三
号
は
プ
ロ
コ
ン
を
想
定
し
て
お
り
、
四
号
が
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
な
ど
の
民
間
消
費
者
団
体
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
民
事
訴

訟
法
五
条
で
は
、
本
文
で
「
次
の
も
の
は
主
た
る
訴
訟
及
び
保
全
訴
訟
の
原
告
適
格
を
有
す
る
」
と
定
め
、「
検
察
庁
」（
一
号
）、「
公
共

弁
護
庁
」（
二
号
）、「
連
邦
政
府
、
州
、
連
邦
直
轄
区
及
び
市
町
村
」（
三
号
）、「
国
営
企
業
、
公
共
企
業
、
財
団
、
公
私
合
弁
会
社
」

（
四
号
）、「
一
年
以
上
前
に
設
立
さ
れ
（
五
号
a）
）、
そ
の
制
度
的
目
的
と
し
て
、
公
共
社
会
財
産
、
環
境
、
消
費
者
、
経
済
秩
序
、
自
由

競
争
、
人
種
的
、
民
族
的
若
し
く
は
宗
教
的
グ
ル
ー
プ
の
権
利
又
は
芸
術
的
、
審
美
的
、
歴
史
的
、
観
光
的
及
び
景
観
的
財
産
の
保
護
を

含
む
（
五
号
b）
）
団
体
」（
五
号
）
を
列
挙
す
る
（
訳
者
注
）。

（
14
）　

消
費
者
保
護
法
典
一
〇
三
条
で
は
、
本
文
で
「
本
法
が
取
り
扱
う
集
団
訴
訟
に
お
い
て
、
そ
の
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
既
判
力
を
有

す
る
」
と
し
、「
八
一
条
補
項
一
号
の
場
合
に
お
い
て
、
請
求
が
証
拠
不
十
分
に
よ
り
棄
却
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
対
世
効
を
有
す
る
。

証
拠
不
十
分
に
よ
る
棄
却
の
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
原
告
適
格
者
は
、
新
証
拠
に
よ
り
同
一
根
拠
に
基
づ
い
て
新
訴
を
提
起
し
得
る
」（
一
号
）、

「
八
一
条
補
項
二
号
所
定
の
場
合
に
関
し
て
は
、
前
号
の
定
め
に
従
い
、
証
拠
不
十
分
に
よ
る
請
求
棄
却
の
場
合
を
除
き
、
当
該
集
団
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
又
は
ク
ラ
ス
の
み
に
対
し
、
第
三
者
効
を
有
す
る
」（
二
号
）
及
び
「
八
一
条
補
項
三
号
の
場
合
に
は
、
請
求
認
容
の
場
合
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の
み
、
全
て
の
被
害
者
及
び
そ
の
承
継
人
の
利
益
の
た
め
に
、
対
世
効
を
有
す
る
」（
三
号
）
と
定
め
る
（
訳
者
注
）。

（
15
）　

個
別
訴
訟
係
属
中
の
集
団
訴
訟
提
起
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
保
護
法
典
に
明
文
規
定
が
あ
る
。
拡
散
的
利
益
及
び
集
合
的
利
益
の
保

護
の
た
め
の
集
団
訴
訟
は
、
個
別
訴
訟
に
と
っ
て
重
複
起
訴
と
は
な
ら
な
い
が
、
一
〇
三
条
二
号
及
び
三
号
所
定
の
対
世
効
又
は
第
三
者

効
は
、
集
団
訴
訟
の
訴
訟
記
録
上
の
認
識
か
ら
起
算
し
て
、
三
〇
日
以
内
に
そ
の
中
止
が
要
請
さ
れ
な
い
場
合
、
個
別
訴
訟
の
当
事
者
に

利
益
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
（
一
〇
四
条
）。
し
た
が
っ
て
、
拡
散
的
利
益
及
び
集
合
的
利
益
の
保
護
の
た
め
の
集
団
訴
訟
で
は
、
個

別
訴
訟
の
原
告
は
集
団
訴
訟
の
認
識
か
ら
三
〇
日
以
内
に
個
別
訴
訟
を
継
続
す
る
か
中
止
す
る
か
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
種
個

別
的
利
益
の
保
護
の
た
め
の
集
団
訴
訟
に
関
し
て
は
、
消
費
者
保
護
法
典
一
〇
四
条
が
、
同
八
一
条
補
項
三
号
へ
の
言
及
を
含
ま
ず
、
ま

た
、
同
一
〇
三
条
三
号
の
集
団
訴
訟
判
決
は
個
別
の
利
害
関
係
人
を
害
さ
な
い
（
一
〇
三
条
二
項
）
と
す
る
こ
と
か
ら
、
民
事
責
任
に
関

す
る
集
団
訴
訟
と
個
別
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
法
の
諸
原
則
の
適
用
に
よ
り
解
決
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

学
説
・
判
例
と
も
に
、
こ
の
場
合
、
先
決
関
係
の
ル
ー
ル
（
二
〇
一
五
年
民
事
訴
訟
法
三
一
三
条
五
号
）
を
適
用
し
て
、
個
別
訴
訟
を
中

止
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
訳
者
注
）。

（
16
）　

当
該
資
格
証
明
手
続
（habilitação
）
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
消
費
者
保
護
法
典
一
〇
〇
条
に
明
文
規
定
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
具

体
的
手
続
規
定
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
一
つ
の
集
団
訴
訟
に
お
い
て
多
く
の
利
害
関
係
人
が
一
人
の
判
事
に
対
し
て
当
該
手
続
を
行
う
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
煩
雑
で
非
常
に
負
担
が
大
き
く
問
題
と
な
っ
て
い
る
（
訳
者
注
）。

（
17
）　

消
費
者
保
護
法
典
九
七
条
で
は
、「
判
決
の
清
算
（liquidação

）
及
び
執
行
（execução de sentença

）
は
、
被
害
者
及
び
そ
の

承
継
人
並
び
に
八
二
条
の
原
告
適
格
者
に
よ
り
行
わ
れ
得
る
」
と
定
め
る
。
ま
た
、
同
一
〇
〇
条
本
文
で
は
、「
損
害
の
大
き
さ
と
両
立

し
得
る
数
の
利
害
関
係
人
の
資
格
証
明
（habilitação

）
な
く
、
一
年
の
期
間
が
経
過
し
た
場
合
、
八
二
条
の
原
告
適
格
者
は
、
し
か
る

べ
き
損
害
賠
償
の
清
算
及
び
執
行
を
な
し
得
る
」
と
定
め
る
（
訳
者
注
）。

（
18
）　

一
九
八
五
年
公
共
民
事
訴
訟
法
一
三
条
本
文
で
は
、「
金
銭
支
払
が
命
じ
ら
れ
る
場
合
、
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
害
に
対
す
る
賠
償
は
、

連
邦
審
議
会
又
は
各
州
の
審
議
会
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
基
金
に
入
れ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
審
議
会
に
は
、
検
察
庁
及
び
共
同
体
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
の
代
表
者
ら
が
必
ず
参
加
し
、
侵
害
さ
れ
た
財
産
の
再
構
築
の
た
め
に
そ
の
資
金
が
使
わ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
定
め
る
。
な
お
、

国
立
基
金
及
び
州
立
基
金
に
関
し
て
は
、
連
邦
又
は
各
州
の
司
法
に
よ
る
（
訳
者
注
）。

（
1（
）　

消
費
者
保
護
法
典
八
三
条
で
は
「
本
法
典
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
権
利
及
び
利
益
の
保
護
の
た
め
、
そ
の
適
切
か
つ
効
果
的
な
保
護
を
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提
供
し
得
る
全
種
類
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
る
」
と
定
め
て
お
り
、
金
銭
賠
償
以
外
に
、
差
止
め
や
特
定
履
行
を
求
め
る
こ
と
が
訴
訟
法
上

予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
例
え
ば
一
九
八
五
年
公
共
民
事
訴
訟
法
一
一
条
で
「
裁
判
官
は
、
原
告
の
請
求
に
関
わ
り
な
く
、
し
か
る

べ
き
活
動
の
給
付
義
務
又
は
有
害
な
活
動
の
中
止
〔
差
止
め
〕
を
決
定
す
る
も
の
と
し
、
従
わ
な
い
場
合
に
は
特
定
履
行
又
は
日
毎
に
課

さ
れ
る
罰
金
を
科
す
こ
と
が
十
分
若
し
く
は
両
立
し
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
罰
金
に
服
す
る
」
と
定
め
る
な
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
法

で
は
金
銭
賠
償
以
外
の
補
償
的
措
置
を
判
決
で
命
じ
る
素
地
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
（
訳
者
注
）。

（
20
）　

消
費
者
保
護
法
典
八
四
条
は
前
条
（
八
三
条
）
を
具
体
化
す
る
規
定
で
あ
り
、
本
文
で
「
為
す
債
務
又
は
為
さ
な
い
債
務
の
履
行
を

目
的
と
す
る
訴
え
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
、
債
務
の
特
定
的
保
護
を
与
え
る
か
、
又
は
、
債
務
の
履
行
の
結
果
と
同
等
の
実
務
的
結
果
を

保
障
す
る
措
置
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
」
と
定
め
、
同
条
五
項
で
は
「
特
定
的
保
護
の
た
め
、
又
は
、
同
等
の
実
務
的
結
果
の
獲
得
の

た
め
、
裁
判
官
は
、
公
権
力
の
要
請
の
ほ
か
、
捜
索
及
び
押
収
、
物
及
び
人
の
移
動
、
工
事
の
解
体
、
有
害
な
活
動
の
停
止
等
、
必
要
な

措
置
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
る
（
訳
者
注
）。

（
21
）　

消
費
者
保
護
法
典
一
〇
〇
条
で
は
、「
損
害
の
大
き
さ
と
両
立
し
得
る
数
の
利
害
関
係
人
の
資
格
証
明
（habilitação

）
な
く
、
一

年
の
期
間
が
経
過
し
た
場
合
、
八
二
条
の
原
告
適
格
者
は
、
し
か
る
べ
き
損
害
賠
償
の
清
算
及
び
執
行
を
な
し
得
る
」
と
定
め
る
（
訳
者

注
）。

（
22
）　http://w

w
w

.justica.gov.br/seus-direitos/consum
idor/direitos-difusos/anexos/recolhim

entos-de-janeiro-a-
dezem

bro-2015.pdf （
二
〇
一
六
年
九
月
一
四
日
閲
覧
）

（
23
）　

二
〇
一
六
年
九
月
二
一
日
の
為
替
レ
ー
ト
に
従
い
、
一
ド
ル
＝
三
・
二
三
レ
ア
ル
に
て
換
算
。

（
24
）　

消
費
者
の
権
利
を
取
り
扱
う
第
二
委
員
会
に
よ
り
分
析
さ
れ
た
諸
提
案
で
あ
る
。
こ
の
他
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
年
九
月

一
六
日
閲
覧
の
次
の
リ
ン
ク
を
参
照
。http://w

w
w

.justica.gov.br/seus-direitos/consum
idor/direitos-difusos/anexos/

selecao-de-projetos-2015

（
25
）　

一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
日
の
州
法
第6.536

号
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
六
月
九
日
の
州
法
第13.555

号
に
よ
り
「
拡
散

的
利
益
保
護
州
立
基
金
（Fundo Estadual de D

efesa dos Interesses D
ifusos

）」
と
い
う
正
式
名
称
を
与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
保
護
局
の
所
轄
と
な
っ
た
（
訳
者
注
）。

（
26
）　http://w

w
w

.justica.sp.gov.br/portal/site/SJD
C/m

enuitem
.dbfc87（8a8153ea8e345f3（13（0f8ca0/?vgnextoid=1bd
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dcc533f73e310V
gnV

CM
100000（3f0c80aRCRD

（
二
〇
一
六
年
九
月
一
四
日
閲
覧
）

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
拡
散
的
利
益
基
金
（
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
で
は
、
そ
の
出
所
と
し
て
、
一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
日
の
州
法
第6.536

号
三
条

に
よ
り
、
公
共
財
産
に
対
す
る
損
害
賠
償
金
及
び
そ
の
不
履
行
の
際
の
制
裁
金
（
一
号
）、
銀
行
預
金
及
び
資
産
運
用
に
よ
る
収
入
（
二

号
）、
自
然
人
・
法
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
・
外
国
人
に
よ
る
寄
付
（
三
号
）、
二
〇
〇
九
年
六
月
九
日
の
州
法
第13.555

号
に
よ
り
修
正
さ

れ
た
州
法
第6.536

号
二
条
所
定
の
財
産
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
税
制
恩
典
（incentivos fiscais

）
の
産
物
（
四
号
）
と
定
め
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
拡
散
的
利
益
基
金
（
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
で
は
、
連
邦
基
金
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
経
済
秩
序
違
反
に
対
す
る

課
徴
金
は
も
と
も
と
出
所
と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
訳
者
注
）。

（
27
）　

各
種
金
銭
の
出
所
の
う
ち
、
特
に
同
種
個
別
的
権
利
侵
害
に
基
づ
く
賠
償
金
に
関
し
て
は
、
集
団
的
精
神
的
損
害
賠
償
と
は
性
質
を

異
に
し
て
お
り
、
流
動
的
賠
償
（fluid recovery

）
と
し
て
、
こ
れ
を
区
別
す
べ
き
と
の
批
判
が
存
在
す
る
（PEN

N
A

CH
I 

D
ELLO

RE, Luiz Guilherm
e, 

“Fundo Federal de Reparação de D
ireitos D

ifusos 

（FD
D

）: A
spectos atuais e análise 

com
parativa com

 institutos norte-am
ericanos

”, Revista de D
ireito A

m
biental, 10 （38

）, 2005, pp. 124-13（

）（
訳
者
注
）。

（
28
）　http://w

w
w

.justica.sp.gov.br/portal/site/SJD
C/m

enuitem
.5a05df14860f（81721d46c703（0f8ca0/?vgnextoid=b82

400edb162d410V
gnV

CM
1000004（74c80aRCRD

&
vgnextchannel=4c0f5（a42（e22410V

gnV
CM

100000（3f0c80aRCRD
&

vgnextfm
t=FID

（
二
〇
一
六
年
九
月
二
一
日
閲
覧
）
な
お
、
承
認
さ
れ
た
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
称
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
2（
）　

二
〇
一
六
年
九
月
二
一
日
の
為
替
レ
ー
ト
に
従
い
、
入
金
額
は
一
ド
ル
＝
三
・
二
三
レ
ア
ル
に
て
換
算
。

〔
付�

記
〕　

本
研
究
は
二
〇
一
六
年
度
慶
應
義
塾
大
学
学
事
振
興
資
金
（
共
同
研
究
）「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
消
費
者
被
害
救
済
の
た
め
の
制

裁
的
な
金
銭
支
払
制
度
の
研
究
」、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP16H

03574, JP25870721, JP217300（2, JP18K
01224

の
助
成
を
受
け
た
も

の
で
す
。


